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ン
ト

　
実
際
の
除
雪
作
業
よ
り
も
﹆
繊

細
な
操
作
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ロ

ミ
オ
役
と
合
わ
せ
る
苦
労
し
た
場

面
を
﹆
ぜ
ひ
見
て
ほ
し
い
で
す
。

終
了
後
に

は
﹆
除
雪
車

に
も
乗
れ
ま

す
よ
。

　
車
座
お
に
ぎ
り
で
﹆
集
落
に
人

が
訪
れ
て
く
れ
る
こ
と
が
う
れ
し

い
で
す
ね
。
お
客
さ
ん
と
お
話
し

し
た
り
﹆
お
返
し
を
通
じ
て
交
流

で
き
た
り
す

る
こ
と
も
楽

し
み
の
一
つ

で
す
。

　
除
雪
車
を
操

る
高
度
な
運
転

技
術
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で｢

ロ

ミ
オ
と
ジ
ュ
リ

エ
ッ
ト｣

を
演

じ
、
そ
の
優
雅

な
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
で
お
客
さ

ん
を
魅
了
し
ま

す
。
過
去
２
回

の
公
演
で
は
、

「
感
動
し
た
」「
涙
が
出
そ
う
」
と
い
う

声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
地
の
芸
術
祭
を
ま
わ
っ
て
ス
タ

ン
プ
を
集
め
た
人
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
（
８
月
25
日
号
市
報
で

紹
介
）。
そ
の
応
募
方
法
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

　
大
地
の
芸
術
祭
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
応
募
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。
芸
術
祭
や
作
品
の

感
想
文
の
同
封
も
歓
迎
で
す
。

■
応
募
締
切

　
９
月
30
日
㈰
（
当
日
消
印
有
効
）

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
10
月
下
旬
～
11

月
上
旬
に
発
送
し
ま
す

■
そ
の
他

※
事
務
局

・

各
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
・
駅
西
口
・
東
口
案

内
所
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

※
パ
ス
ポ
ー
ト
は
後
日
返
却
し
ま
す

の
で
、
住
所
・
氏
名
を
記
載
し
た

切
手
（
90
円
）
付
封
筒
を
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。
同
封
が
な
い
場
合

は
、
返
却
で
き
ま
せ
ん

※
応
募
者
に
は
、
市
報
の
取
材
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

■
送
付
先
・
問
合
せ

　
〒
９
４
８

｜

０
０
８
２
十
日
町
市

本
町
２
　
本
町
分
庁
舎
　
大
地
の

芸
術
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎

７
５
７

｜

２
６
３
７
）

　
車
座
お
に

ぎ
り
は
、
各

地
で
お
に
ぎ

り
の
お
も
て

な
し
を
し
、

お
客
さ
ん
が

お
返
し
を
す

る
こ
と
で
交

流
が
深
ま
る

イ
ベ
ン
ト
で

す
。
8
月
26
日
㈰
に
開
催
さ
れ
た
小
荒

戸
集
落
で
は
、
歌
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

の
お
返
し
が
さ
れ
ま
し
た
。

※
16
日
㈰
は
、
午
後
３
時
か
ら
三
ケ
村

（
作
品
№
Ｔ
２
６
５
付
近
）
で
開
催

　
土
市
に
あ
る
作

品「
は
つ
が
の
家
」

で
は
、
連
日
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
美
術
の
知
識
や

技
術
は
全
く
必
要

な
く
、
参
加
者
の
感
じ
た
ま
ま
に
描
く

こ
と
で
、
世
界
に
一
つ
だ
け
の
作
品
が

で
き
ま
す
。（
写
真
は
、
市
民
リ
ポ
ー

タ
ー

：

南
雲
信
二
さ
ん
提
供
）

　
詳
し
く
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.e

c
hig

o-tsum
a
ri.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
�

❖
ス
ノ
ー
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
バ
レ

　

エ
２
０
１
２
雪
上
舞
踏
会

❖
臨
床
美
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

❖
車
座
お
に
ぎ
り

ジ
�
リ
エ
ッ
ト
役
で
除
雪
車
を
運
転
し
た

市
職
員
の
桑
原
典
良
さ
ん

仲
間
と
と
も
に
お
に
ぎ
り
を
提
供
し
た

富
澤
　
康
子
さ
ん
（
小
荒
戸
・
62
歳
）

９
月
₁₆
日
㈰ 

お
も
て
な
し
大
詰
め

９
月
₁₇
日
㈷
ま
で 

連
日
開
催

９
月
₁₅
日
㈯ 

最
終
公
演

　
地
元
の
皆
さ
ん
や
こ
へ
び
隊
の

皆
さ
ん
な
ど
、
い
っ
し
ょ
に
な
っ

て
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
祝
い
ま
す
。

■
日
時

：

９
月
17
日（
敬
老
の
日
）

　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
～

■
会
場

：

ま
つ
だ
い
農
舞
台

大
地
の
芸
術
祭
閉
会
式

　大地の芸術祭の会期も残すところあと１週間となりま

した。芸術祭では「人」「作品」「食」と並んで「グッズ」

も魅力の一つです。今回は越後妻有里山現代美術館[キ

ナーレ]にオープンしたミュージアムショップ店員のお

すすめの商品をいくつか紹介するとともに、閉幕までに

まだ間に合うイベントをお知らせします。

■問合せ：観光交流課芸術祭企画係　☎757-2637

グッズを買いに出かけよう！グッズを買いに出かけよう！
閉幕まであと１週間

店
員
お
す
す
め 

ア
ー
ト
グ
ッ
ズ
紹
介

﹁
魚
沼 
手
繰
り
そ
ば
﹂﹁
豚
カ
レ
ー
﹂

﹁
尻
処
﹂﹁
天
神
囃
子
﹂

　
越
後
妻
有
里
山
現
代
美
術
館
︹
キ
ナ
�
レ
︺
の
シ
�
�

プ
店
内
に
は
、
約
３
０
０
点
の
お
土
産
が
そ
ろ
�
て
い
ま

す
。
食
べ
物
は
地
元
や
県
内
の
食
材
を
使
用
し
た
も
の
が

多
く
、
小
物
も
す
べ
て
デ
ザ
イ
ナ
�
の
考
え
た
オ
シ
�
レ

な
商
品
で
す
。

桑原康介さん（31歳）

河田有貴さん（20歳）

　

お
す
す
め
の
妻
有
ポ
ー
ク
の
カ

レ
ー
は
絶
品
。そ
ば
は
織
物
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
す
て
き
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
す
。

　

尻
処
は
お
し
ゃ
れ
な
敷
物
で
女
性

に
大
人
気
。
香
港
で
ア
ジ
ア
デ
ザ
イ

ン
賞
を
受
賞
し
た
天
神
囃
子
は
、
引

き
出
物
に
も
お
す
す
め
で
す
。

尻処　1,200円

◆㈱きものブレイン

◆デザイン：熊谷英之

　ちょっと座るときに使う敷物。生地には、
妻有の自然を感じるモチーフをプリントし、
撥水加工を施しました。どこでも気軽に使う
ことができるサイズです。

天神囃子
特別本醸造

（白）：980円
特別純米

（赤）：1,280円
◆魚沼酒造㈱

♦デザイン：黒栁　潤

　越後の酒米を魚沼山系の伏流水で仕込んだ
お酒。贈り物に使われてきた「水引」を抱い
たカラフルなボトルです。

豚カレー　590円

◆㈲ファームランド木落

◆デザイン：石見美和

　妻有ポークと特産の雪下人参のペーストを
使用したカレー。パッケージは、妻有ポーク
を使った名前の潔さが表れるデザインにしま
した。

魚沼 手繰りそば
1,580円
◆㈱小嶋屋総本店

◆デザイン：黒栁　潤

　魚沼産のそば粉と布海苔を使ったそば。
パッケージは、着物の「織り」と日本伝統の
包装礼法「折り」をつなぎ、コンセプトとし
ました。

越後妻有アートトリエンナーレ2012

7.29（Sun）▶▶  9.17（Mon）
越後妻有アートトリエンナーレ2012

大地の芸術祭

作
品
鑑
賞
パ
ス
ポ
ー
ト

制
覇
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
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　８月10日㈮、市民会館で十日町地域振興局主催の「新潟県少年の主張大会～わたしの主張～十日町・

中魚沼地区大会」が行われました。この発表会は、中学生が日常の暮らしの中で感じたこと、考えて

いることについて発表することで、自らが健康な体や心を育むことに努め、また、住民の皆さんにも

中学生が感じていることへの理解を深めてもらうことを目的に毎年開催しています。

　
十
日
町
・

中
魚
沼
地
区

大
会
は
、
地

域
内
12
の
中

学
校
か
ら
選

ば
れ
た
代
表

者
に
よ
る
発

表
会
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
古
髙
瑞
穂
さ

ん
（
中
里
中
３
年
）
は
、「
こ
の
一
瞬
を
、

あ
な
た
と
。」
と
題
し
て
、
小
学
１
年

生
の
い
と
こ
が
脳
腫
瘍
で
亡
く
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
こ
の
一
瞬
を
誰
と
で
も
大

切
に
生
き
る
こ
と
に
つ
い
て
の
決
意
な

ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
古
髙
さ
ん
は
、
９
月
17
日
に
燕
市
文

化
会
館
で
行
わ
れ
る
新
潟
県
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

　
審
査
結
果
を
待
つ
間
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
部
で
は
、
中
里
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
司
会
進
行
を
２
人

の
中
学
生
が
務
め
る
な
ど
、
発
表
以
外

の
場
面
で
も
中
学
生
が
活
躍
す
る
大
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
最
優
秀
賞

　
古
髙
瑞
穂
（
中
里
中
３
年
）

◆
優
秀
賞

　
村
山
海
（
松
之
山
中
３
年
）、
中
島

渓
（
十
日
町
中
２
年
）

◆
特
別
賞
・
記
者
ク
ラ
ブ
賞

　
村
山
百
香
（
南
中
３
年
）

■問合せ：生涯学習課　☎757-8918

新潟県少年の主張大会 ～わたしの主張～
十日町・中魚沼地区大会　最優秀賞は古髙瑞穂さん

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

　
県
内
13
地
区
の
代
表
と
し
て
選

ば
れ
た
中
学
生
の
夢
、
本
音
、
社

会
に
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

を
ぜ
ひ
聴
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
古

髙
さ
ん
の
応
援
に
会
場
へ
出
か
け

ま
し
ょ
う
。

◆
日
時

：

９
月
17
日（
敬
老
の
日
）

　
午
後
１
時
～
４
時

◆
会
場

：

燕
市
文
化
会
館

◆
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

：

燕
市
立
小

池
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
会

わ
た
し
の
主
張
新
潟
県
大
会

写真左から、村山百香さん、村山海さん、古髙瑞穂さん、
中島渓さん

アトラクションの部に出演した中里中学校吹奏楽部の皆さん

第18回十日町石彫シンポジウム

　十日町のおいしいそばや野

菜を食べて力をつけました。

米どころということで作品を

おにぎりにしました。皆さん

に愛される作品になればいい

と思います。

「花」
森岡　慎也さん

（茨城県取手市・39歳）

　10年以上セキセイインコ

をテーマに制作してきまし

た。インコは幼少期から思い

入れがあり、今回作品にして

十日町に設置することができ

てうれしいです。

「セキセイインコ」
柳　早苗さん

（埼玉県所沢市・36歳）

　身近にある豊かな気持ちを

リンゴと猫で表現しました。

この道を通るたびに家族がい

てありがたいという気持ち、

今日もがんばろうという気持

ちになればうれしいです。

「収穫祭」
清水　啓一郎さん

（埼玉県川越市・36歳）

タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

市
民
リ
ポ
ー
ト

　「
お
し
ん
」
で
有
名
な
女
優
の

小
林
綾
子
さ
ん
が
、
お
母
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
郷
里
の
お
墓
参
り
を

し
た
帰
り
に
、
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
会
場
に
見
え
ら
れ
、
炎
天
下

石
と
奮
闘
す
る
作
家
や
関
係
者
を

ね
ぎ
ら
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
小
林

さ
ん
は
、「
街
中
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
芸
術
作
品
が
立
て
ら
れ
て
い

て
、
十
日
町
は
芸
術
文
化
が
薫
る

こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

（
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー

：

風
間
栄
光

さ
ん
）

女
優
小
林
綾
子
さ
ん

　
　
　 

石
彫
シ
ン
ポ
に
感
動

８
月
15
日
㈬
：
市
総
合
体
育
館

ま

の
ち

話
題

■設置場所：いずれも本町３ 国道117号脇歩道　■問合せ：生涯学習課（中央公民館内☎757-8918）

　真夏の炎天下、十日町市総合体育館北側広場で７月27日㈮から23日間にわたって開催されていた

第18回十日町石彫シンポジウム（主催：十日町石彫シンポジウム実行委員会）は、３人の作家によ

る作品制作も無事完了し、８月18日㈯に除幕式・閉会式を行いました。 

　平成７年度から「芸術文化のかおるまちづくり」を目指して取り組んできた石彫シンポジウムの作

品は合計80点に達し、点数・内容とも全国に誇る大きな財産になっています。 

　新たに加わった力作と石彫のある街並みをぜひご覧ください。
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

市
外
来
訪
者
の
参
加
で
制
作
す

る
体
験
企
画

き
も
の
の
街
の
キ
ル
ト
展
実
行

委
員
会
（
十
日
町
市
観
光
協
会

十
日
町
支
部
内
☎
７
５
７

｜

３

３
４
５
）

広
大
寺
節
保
存
会
、
水
沢
伝
統

芸
能
保
存
会
（
以
上
、
十
日
町

地
域
）、千
手
露
香
保
存
会
（
川

西
地
域
）、中
里
芸
能
協
会
（
中

里
地
域)
、
上
川
手
歌
舞
伎
保

存
会
（
松
之
山
地
域)

生
涯
学
習
課
（
☎
７
５
７
―
８

９
１
８
）

　
地
域
に
根
付
き
、
継
承
さ
れ
て

き
た
市
内
の
郷
土
芸
能
が
一
堂
に

会
し
ま
す
。
市
内
各
地
の
郷
土
芸

能
が
見
ら
れ
る
こ
の
機
会
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

９
月
30
日
㈰
午
後
１
時
開
演
　

（
開
場
は
０
時
30
分
）

市
民
会
館

無
料

●
出
演
団
体
＝
中
条
大
の
坂
保
存

会
、
飛
渡
あ
わ
せ
お
け
さ
保
存

会
、
吉
田
神
社
豊
栄
舞
、
新
保

　
観
光
ガ
イ
ド
と
い
っ
し
ょ
に
市

街
地
に
埋
も
れ
て
い
る
史
跡
を
楽

し
く
巡
り
、
そ
の
歴
史
に
触
れ
て

み
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

に
興
味
が
あ
る
人
も
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

10
月
10
日
㈬
午
後
２
時（
集
合
）

～
４
時
（
解
散
）

●
集
合
場
所
＝
ぽ
ぽ
ろ
広
場

無
料

20
人
（
１
人
よ
り
催
行
）

●
コ
ー
ス
＝「
十
日
町
道
路
元
標
」

「
ち
ぢ
み
問
屋
街
跡
石
柱
」「
北

越
雪
譜
の
一
節
案
内
板
」「
河

本
杜
太
郎
生
誕
地
石
柱
」「
河

本
貫
之
功
烈
之
碑
」「
深
雪
観

音
堂
跡
石
碑
」「
大
庄
屋
関
口

家
跡
石
柱
」「
越
後
縮
と
街
の

関
係
案
内
板
」

・
　
十
日
町
観
光
ガ
イ
ド
の

無
料
（
抹
茶
サ
ー
ビ
ス
あ
り
）

上
越
・
松
代
・
十
日
町
野
の
花

を
活
け
る
会
・
岩
田
（
☎
７
５

２
―
３
０
３
６
）

９
月
30
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

２
時

：

わ
ん
わ
ん
運
動
会
、
午

前
11
時
～
正
午

：

動
物
愛
護
推

進
大
会

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
ベ
ル
ナ
テ

ィ
オ
特
設
芝
生
広
場
、
ク
ロ
ア

チ
ア
ピ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

　
入
場
無
料
、
運
動
会
参
加
費
犬

１
頭
に
つ
き
１
、
０
０
０
円
※

事
前
申
込
み
不
要

　
わ
ん
わ
ん
運
動
会

：

か
け
っ
こ

や
イ
ス
取
り
ゲ
ー
ム
ほ
か
、
動

９
月
25
日
㈫
～
10
月
７
日
㈰
午

前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

情
報
館

清
水（
☎
７
５
７
―
５
８
１
２
）

ス
ト
代
含
む

先
着
30
人

樋
口
紘
一
さ
ん
（
元
十
日
町
総

合
高
校
教
諭
）

受
講
後
修
了
証
を
授
与
、
日
商

簿
記
検
定
試
験
は
11
月
18
日
㈰

・
　
９
月
18
日
㈫
ま
で
に
申
込

書
に
受
講
料
を
添
え
て
十
日
町

商
工
会
議
所
（
☎
７
５
７
―
５

１
１
１
）

９
月
16
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

２
時
30
分（
雨
天
時
２
時
ま
で
）

市
役
所
松
代
庁
舎

風
船
・
綿
あ
め
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

ミ
ニ
消
防
車
・
は
し
ご
車
試
乗

体
験
な
ど

十
日
町
地
域
消
防
本
部
（
☎
７

５
７
―
１
５
５
７
）

わ
ん
わ
ん
運
動
会
in
ベ
ル

ナ
テ
ィ
オ
・
動
物
愛
護
推

進
大
会
in
と
お
か
ま
ち

【
キ
ル
ト
サ
ー
ク
ル
作
品
展
示
】

　
商
店
街
１
２
３
会
場
な
ど
で
24

団
体
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

中
心
市
街
地
商
店
街
店
舗
、
松

代
・
松
之
山
の
一
部

【
千
人
キ
ル
ト
「
美
人
で
つ
な
ぐ

美
人
林
」】

①
イ
チ
ム
ラ
②
旧
八
田
食
品

美
人
林
の
デ
ザ
イ
ン
を
市
民
と

【
特
設
展 

「
美
し
い
日
本
の
四
季 

キ
ル
ト
展
」】

キ
ル
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
示
と

同
時
開
催

　
現
在
活
躍
中
の
作
家
70
人
以
上

が
作
品
協
力
す
る
予
定
で
す
。

　
中
村
弘
子
（
埼
玉
県
熊
谷
市
）

（
全
作
品
）

◎
審
査
員
特
別
賞

「
夜
空
の
彩
り
」

山
口
澄
江
（
長
野
県
東
筑
摩
郡

山
形
村
）

◎
東
京
新
潟
県
人
会
会
長
賞

「
誰た

そ
華が

麗れ

時ど
き

　
塔
の
紫
　
四

季
の
花
」

紅
林
道
枝
（
東
京
都
昭
島
市
）

◎
カ
ー
ル
・
ベ
ン
ク
ス
賞

「
翔

は
ば
た

け
大
空
へ
」

山
本
千
恵
（
長
野
県
須
坂
市
）

第
９
回 

き
も
の
の
街
の
キ
ル
ト
展

9
月
15
日
㈯
～
30
日
㈰
午
前
10

時
～
午
後
５
時

【
キ
ル
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
示
】

　
市
内
外
か
ら
１
２
７
点
の
応
募

が
あ
っ
た
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。
審
査
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。
※
開
会
式
・
キ
ル

ト
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
は
15
日
㈯

午
後
２
時
～

　
市
民
体
育
館

　
５
０
０
円

●
審
査
結
果
（
敬
称
略
）

（
和
布
部
門
）

◎
金
賞

　「
和
の
絆
き
ず
な

」

　
相
沢
千
鶴
子（
長
野
県
長
野
市
）

◎
銀
賞

　「
藤
と
愛
犬
（
ポ
リ
）」

　
竹
内
春
子
（
長
野
県
千
曲
市
）

◎
銅
賞

　「
穏
や
か
な
時
間
」

　
福
岡
具
子
（
大
阪
府
堺
市
）

（
フ
リ
ー
部
門
）

◎
金
賞

　「
ひ
ま
わ
り
畑
」

　
石
井
春
江
（
新
潟
市
）

◎
ス
ポ
ン
サ
ー
賞 

　「
南か

ぼ

瓜ち
ゃ

」

日会

会会

￥

問

９
月
15
日
㈯
午
後
７
時
～

高
山
八
幡
宮
境
内

西
小
い
た
ず
ら
太
鼓
、
高
山
婦

人
会
の
踊
り
、
高
山
体
協
の
芝

居
、
お
楽
し
み
抽
選
会
ほ
か

高
山
地
区
体
育
協
会
・
滝
沢（
☎

０
９
０
―
７
４
２
３
―
２
２
９

３
）

高
山
十
五
夜
ま
つ
り

夜
間
簿
記
講
習
会

十
日
町
市
郷
土
芸
能
サ
ミ
ッ
ト

第
23
回 

消
防
ひ
ろ
ば

日日

日￥

会会会

日

日

日

他 講 定 内内 問問

問

９
月
25
日
㈫
午
後
７
時
～

無
料

１
５
０
人

高
校
生
で
も
プ
ロ
意
識
が
生
ま

れ
る
～
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
か

ら
学
ぶ
感
性
を
磨
く
ヒ
ン
ト
～

生
井
俊
さ
ん
（
作
家
、
高
校
教

師
）

・
　
十
日
町
商
工
会
議
所
（
☎

７
５
７
―
５
１
１
１
）

　
商
工
会
議
所
簿
記
検
定
３
級
程

度
の
実
力
を
養
成
し
ま
す
。

９
月
26
日
㈬
～
11
月
12
日
㈪
の

月
・
水
・
金
曜
日
（
10
月
８
日

㈷
は
休
み
、
11
月
９
日
㈮
は
８

日
㈭
に
変
更
）
午
後
７
時
～
９

時
（
20
回
・
40
時
間
）

一
般
８
、
２
０
０
円
（
会
議
所

会
員
７
、
２
０
０
円
）
※
テ
キ

日日
十
日
町
商
工
会
議
所

商
業
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー

第
５
回

デ
ジ
カ
メ
し
よ
う
華
写
真
展

￥定講 内会会

問

問

物
愛
護
推
進
大
会

：

長
寿
犬

猫
、
動
物
愛
護
功
労
者
の
表
彰

十
日
町
保
健
所
衛
生
環
境
課

（
☎
７
５
７
―
２
７
０
７
）

会

会

￥

問

問

平成24年度 秋季特別展
異形の縄文土器

　縄文土器は煮炊きに使用された深鉢

を主として、浅鉢、鉢、注口土器など

があります。これらの中には特異な形

をしているため、異形土器と呼ばれて

いるものも見られます。新潟・長野・

群馬県内の変わった形の土器を集め、

その造形美に迫ります。

９月22日（秋分の日）～ 11月４日

㈰午前９時～午後５時（入館は4時

30分まで）

　月曜日（祝日の場合は火曜日）

300円（中学生以下無料）

・　博物館☎757-5531

日

休

￥

会 問

ガ
イ
ド
と
巡
る
街
中
の

面
白
史
跡
た
ち

問 日
花
展
「
野
の
花
と
遊
ぶ
」

ー
身
近
に
あ
る
花
を
空
間
へ
ー

￥

￥

￥定

会
９
月
29
日
㈯
～
30
日
㈰
午
前
10

時
～
午
後
４
時

奴
奈
川
姫
の
家
（
松
代
室
野
診

療
所
隣
）

内

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
プ
ラ
ザ
（
新
潟
市
）

【
第
１
部
】
講
演
「
留
学
生
の

採
用
と
活
用
に
つ
い
て
」
講

師

：

堀
内
智
さ
ん
（
㈱
日
立
製

作
所
営
業
統
括
本
部
総
務
本
部

長
）

【
第
２
部
】「
留
学
生
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ

Ｇ
の
体
験
談
発
表
、
留
学
生
と

企
業
と
の
意
見
交
換
」
※
終
了

後
、
交
流
会
を
行
い
ま
す
（
参

加
費
２
、
０
０
０
円
） 

・
　
９
月
19
日
㈬
ま
で
に
企
業

情
報
（
企
業
名
、
所
在
地
、
電

話
番
号
、
電
子
メ
ー
ル
）
と
、

参
加
者
情
報
（
氏
名
、
部
署
、

役
職
、
交
流
会
の
出
欠
）
を
明

記
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
（n

ia
2
1
c@

n
iig

a
ta

-

　
留
学
生
の
採
用
に
関
心
が
あ
る

企
業
や
海
外
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

を
考
え
て
い
る
企
業
を
対
象
と
し

た
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

９
月
29
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

５
時

日

会内

留
学
生
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

問

申

ia
.o

r.jp

）
で
㈶
新
潟
県
国
際

交
流
協
会
（
☎
０
２
５
―
２
９

０
―
５
６
５
０
、　
０
２
５
―

２
４
９
―
８
１
２
２
）

Ｆ

和布部門
金賞「和の絆」

フリー部門
金賞「ひまわり畑」

フリー部門
スポンサー賞「南瓜」

問

申

内

上川手歌舞伎の熱演



催
し
・
講
座

募　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

会
（
十
日
町
市
観
光
協
会
十
日

町
支
部
内
☎
７
５
７
―
３
３
４

５
、　
７
５
７
―
５
１
５
０
）

◎９月23日㈰
◎つまりっ子ひろば
　（妻有大橋右岸たもと）

の
状
況
を
見
学
し
ま
す
。

10
月
28
日
㈰
午
前
の
部

：

午
前

９
時
～
正
午
、
午
後
の
部

：

午

後
１
時
～
４
時
※
雨
天
決
行

●
集
合
場
所
＝
ラ
ー
バ
ン
セ
ン
タ

ー
（
上
越
市
大
和
６
丁
目
）

●
見
学
場
所
＝
（
仮
称
）
上
越
駅

内
部
、（
仮
称
）
上
越
駅
周
辺

の
在
来
線
移
設
状
況
や
釜
蓋
遺

跡
な
ど

小
学
生
以
上
で
新
幹
線
開
業
に

関
心
が
あ
り
、「
開
業
イ
ベ
ン

ト
・
Ｐ
Ｒ
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に
加

入
で
き
る
人
※
見
学
会
参
加
１

グ
ル
ー
プ
（
家
族
）
に
つ
き
１

口
（
１
、
０
０
０
円
）
以
上
の

加
入
を
当
日
お
願
い
し
ま
す
※

小
学
生
は
保
護
者
同
伴

各
１
５
０
人
※
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
（
10
月
中
旬
に
当
選

結
果
を
申
込
み
代
表
者
に
郵
送

し
ま
す
）

・
　
10
月
６
日
㈯
ま
で
に
希
望

時
間
（
午
前
ま
た
は
午
後
）、

申
込
み
代
表
者
と
同
伴
者
の
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
年

齢
（
学
年
）
を
明
記
し
、
ハ

ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（h

ttp
://sh

in
k
a
n
se

n
-

jo
e
tsu

-k
o
ik

i-re
n
k
e
ik

a
ig

i.

jp

）
の
い
ず
れ
か
で
（
１
回
の

申
込
み
に
つ
き
４
人
ま
で
申
込

み
可
）、
〒
９
４
３
―
８
５
０

２
上
越
市
新
光
町
１
―
10
―
20

新
幹
線
ま
ち
づ
く
り
推
進
上
越

広
域
連
携
会
議
（
上
越
商
工
会

議
所
青
年
部
☎
０
２
５
―
５
２

５
―
１
１
８
５
、　
０
２
５
―

５
２
２
―
０
１
７
１
）

 ①信濃川体感　ラフティング川下り体験

　ラフティングボートでの川下りから、ふるさと

信濃川の新たな発見と体験ができます。

●出発予定時間＝午前10時30分・正午・午後１

時30分・３時

　初心者※幼児・小学生の参加は保護者同伴

　中学生以上１人1,000円、小学生以下１人500

円※当日午前10時から随時受付

　各回先着30人程度

●コース＝本会場～中条下島堤防（約３㎞）

　ぬれてもよい服装・履物で参加

 ②カヌー・カヤック体験　

　妻有大橋付近で、地元カヌー愛好家の指導によ

る、カヌーやカヤックの乗船体験ができます。

●時間＝午前10時～午後３時

　初心者、小学生以上

　無料※当日受付

　ぬれてもよい服装・履物で参加

 ③信濃川釣り大会

　信濃川で釣れた魚の大きさや重量などを競い、

表彰します。特別ゲストに細山長司さん。

●時間＝午前５時30分～（受付）、６時～ 11時（大

会）、11時30分～（計量・表彰）

●受付場所＝つまりっ子ひろば

●釣り場＝ほくほく線信濃川鉄橋～妻有大橋の間

　１人500円※当日受付

　仕掛けやエサなどは参加者で準備してください。

 ④つまりっ子　ニジマスのつかみどり大会

　ニジマスのつかみどり。捕った魚はその場で塩

焼きにできます。

●時間＝午前の部：午前11時30分～午後０時30

分、午後の部：午後２時30分～３時30分

※魚がいなくなり次第終了

　無料

　小・中学生

　必ず素手でつかむことと

　します。ケガ防止のため、ぬれてもよい履物（長

靴・サンダルなど）で参加してください。

 ⑤信濃川のサケを味わってみよう

　今年、信濃川に戻ってきたサケが入った「特製

サケ汁」が味わえます。

●時間＝正午～午後１時※無くなり次第終了

　サケが捕れない場合は、食材を変更することが

あります。

 ⑥飲食ブース

　焼きそば・ソーセージ・ビール・

ジュースなどの販売。

●時間＝午前11時～午後４時

 ⑦第11回「水辺の楽校」

　信濃川付近の水生生物や沿川に生息する植物や

昆虫・野鳥の観察会。

●時間＝午前10時～正午

　１人200円※別途ガイドブック代400円（必要

な人のみ）

　十日町市・津南町の幼児と小・中学生（幼児と

小学校低学年は保護者同伴）

※当日の天候や信濃川の水量によってはイベント

の中止、または一部実施できないものがありま

すので、ご了承ください

「信濃川 みんなで川ごったく2012」
～来て・見て・遊んで・食べてみよう～

Ｆ

問

対

￥

￥

他

対

他

申 定

■申込み・問合せ：信濃川水なしサミット実行委員会事務局（建設課内☎757-3198）

日対
北
陸
新
幹
線
が
や
っ
て
く

る
！
新
駅
周
辺
を
み
ん
な

で
歩
こ
う
！！

　
２
０
１
５
年
春
の
北
陸
新
幹
線

（
仮
称
）
上
越
駅
開
業
を
控
え
、

工
事
中
の
新
駅
内
部
や
、
駅
周
辺

￥

対

定

他

￥

他

対

他

￥

Ｆ

ソ
イ
・
ヒ
タ
ー
ナ

フ
ラ
メ
ン
コ
教
室
発
表
会

　
10
月
14
日
㈰
午
後
２
時
開
演

　
市
民
会
館

　
大
人
前
売
り
１
、０
０
０
円（
当

日
１
、
５
０
０
円
）、
小
・
中

学
生
３
０
０
円
（
当
日
受
付
）

●
特
別
ゲ
ス
ト
＝
〈
C
A
S
A 

D
E
L 

R
I
N
〉
恩
田
舞
踊

団
、笹
山
縄
文
太
鼓
（
中
条
小
）

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売
＝
中
央
・
中
条
・

下
条
・
水
沢
・
川
西
・
中
里
公

民
館
、
エ
イ
ジ
ン
グ
ケ
ア
サ
ロ

ン
美
波
、上
村
病
院
ゆ
あ
～
ず
、

㈱
嘉
六
、
㈱
高
橋
建
設
、
十
日

町
パ
ソ
コ
ン
カ
レ
ッ
ジ
、
㈱
吉

田
商
会
ほ
か

ソ
イ
・
ヒ
タ
ー
ナ
フ
ラ
メ
ン
コ

教
室
・
入
沢
（
☎
７
６
８
―
３

６
２
６
）

日会￥問

　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充

実
を
図
る
た
め
、
備
品
購
入
な
ど

に
対
し
助
成
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
＝
10
月
31
日
㈬
ま
で

集
落
、
町
内
、
子
ど
も
会
な
ど

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

●
助
成
事
業
名
／
金
額
／
内
容
＝

①
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

／
１
０
０
万
～
２
５
０
万
円
以

内
／
お
祭
り
用
品
・
集
会
施
設

の
備
品
・
公
園
の
遊
具
の
購
入

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成

事
業
／
総
事
業
費
の
５
分
の
３

以
内
、
１
、
５
０
０
万
円
を
上

限
／
集
会
施
設
の
建
設
・
大
規

平
成
25
年
度

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
募
集

問

申 他
模
修
繕

③
青
少
年
健
全
育
成
事
業
／
30
万

～
１
０
０
万
円
以
内
／
主
に
親

子
で
参
加
す
る
ス
ポ
ー
ツ
教

室
・
講
演
会
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
教
室
開
催
な
ど

※
金
額
は
い
ず
れ
も
10
万
円
単
位

●
申
請
方
法
＝
助
成
申
請
書
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
す

る
か
企
画
政
策
課
協
働
推
進
係

で
配
付
し
ま
す
。

　
必
ず
助
成
の
対
象
と
な
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
助
成
決
定
通

知
は
平
成
25
年
４
月
頃
と
な
り

ま
す
。

・
　
企
画
政
策
課
協
働
推
進
係

（
☎
７
５
７
―
３
６
９
３
）
ま

た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

対

　
９
月
29
日
㈯

　
本
町
分
庁
舎
駐
車
場

　
１
台
５
０
０
円

●
出
店
条
件
＝
次
の
い
ず
れ
も
満

た
す
こ
と
。
①
市
民
で
あ
る
こ

と
②
販
売
物
は
十
日
町
産
農
産

物
、
ま
た
は
市
内
で
加
工
・
製

造
さ
れ
て
い
る
品
物
※
外
注
委

託
加
工
で
あ
っ
て
も
市
内
事
業

第
５
回
に
ぎ
わ
い
サ
タ
デ
ー

軽
ト
ラ
市
出
店
者
募
集

日会￥

問
者
が
販
売
し
て
い
る
も
の
は
可

③
軽
ト
ラ
（
軽
自
動
車
含
む
）

で
出
店
す
る
こ
と
④
必
要
備
品

は
各
自
で
用
意
し
、
雨
天
時
の

準
備
も
す
る
こ
と

農
林
課
農
業
企
画
係
（
☎
７
５

７
―
３
１
２
０
）

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
い
ず
れ
も
市
税
な
ど
の
滞

納
者
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

【
十
日
町
市
新
商
品
等
開
発
支
援

事
業
】

　
新
商
品
の
開
発
に
向
け
た
新
し

い
技
術
や
ア
イ
デ
ア
の
提
案
を
募

集
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者
＝
市
内
で
新
商
品

な
ど
開
発
を
行
う
中
小
企
業
者

●
対
象
事
業
・
補
助
限
度
額

①
制
作
部
門

：

試
作
品
の
製
作

・
１
０
０
万
円
（
対
象
経
費
50
万

円
以
上
、
補
助
率
２
分
の
１
）

②
企
画
部
門

：

既
存
商
品
な
ど
の

付
加
価
値
を
高
め
る
企
画

・
20
万
円
（
対
象
経
費
20
万
円
以

上
、
補
助
率
２
分
の
１
）

③
ア
イ
デ
ア
部
門

：

起
業
を
視
野

に
入
れ
た
商
品
開
発
の
取
組
み

・
10
万
円
（
対
象
経
費
５
万
円
以

産
業
政
策
課
か
ら
事
業
助
成

２
次
募
集
の
お
知
ら
せ

上
、
補
助
率
２
分
の
１
）

④
起
業
準
備
部
門

：

③
の
取
組
み

で
事
業
採
択
さ
れ
た
人
に
よ
る

起
業
準
備
（
設
備
投
資
）

・
20
万
円
（
補
助
率
２
分
の
１
）

【
十
日
町
市
産
官
学
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
事
業
】

　
市
内
事
業
者
が
、
大
学
な
ど
と

共
同
で
行
う
研
究
開
発
事
業
の
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者

①
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小

企
業
者

②
中
小
企
業
者
を
主
と
す
る
任
意

の
グ
ル
ー
プ

③
市
内
の
商
工
会
議
所
、
商
工
会

●
補
助
の
対
象
＝
大
学
な
ど
と
契

約
し
て
共
同
で
実
施
す
る
、
製

品
や
技
術
、
製
造
や
生
産
方
法

な
ど
に
関
す
る
研
究
開
発

●
補
助
限
度
額
＝
20
万
円
（
補
助

率
２
分
の
１
）

※
２
事
業
と
も
11
月
に
審
査
会

（
申
請
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
）
を
開
催
し
て
採
択

の
可
否
を
決
定

　
・
　
２
事
業
共
通
、
10
月
19
日

㈮
ま
で
に
、
産
業
政
策
課
産
業

企
画
係
（
☎
７
５
７
―
３
１
３

９
） 問

申



催
し
・
講
座

募　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

10市報とおかまち　平成24年9月10日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち　平成24年9月10日号11

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

　
皮
膚
科
の
外
来
診
療
日
が
増
え

ま
し
た
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受
診
に
予
約
は
不
要
で
す
。

●
受
付
時
間
＝
月
～
木
曜
日
の
午

前
８
時
30
分
～
11
時
30
分

中
条
病
院
（
☎
７
５
７
―
３
０

１
８
）

●
テ
ー
マ
＝「
信
濃
川
下
流
部
門
」

「
信
濃
川
中
流
及
び
魚
野
川
部

門
」「
大
河
津
分
水
部
門
」

　
ア
マ
チ
ュ
ア
に
限
り
ま
す

●
応
募
要
領
＝
サ
イ
ズ
は
四
つ
切

り
ま
た
は
ワ
イ
ド
四
つ
切
り
と

し
、銀
塩
プ
リ
ン
ト
と
し
ま
す
。

※
応
募
点
数
制
限
な
し

　
チ
ラ
シ
応
募
票
は
、
市
役
所
本

庁
正
面
玄
関
の
文
書
棚
に
あ
り

ま
す
。

・
　
10
月
22
日
㈪
（
必
着
）
ま

十
日
町
地
域
消
防
本
部

か
ら
の
お
知
ら
せ

【
応
急
手
当
講
習
会
】

　
地
域
の
救
命
率
向
上
を
目
指

し
、
毎
月
９
日
に
応
急
手
当
講
習

を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
十
日
町
地
域
消
防
本

部
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10
月
９
日
㈫

十
日
町
地
域
消
防
本
部

心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

扱
い

【
救
急
救
命
士
の
処
置
範
囲
に
係

る
実
証
研
究
】
の
モ
デ
ル
事
業
実

施
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　
当
地
域
で
は
、
10
月
１
日
㈪
～

12
月
31
日
㈪
ま
で
の
間
、
医
師
の

具
体
的
な
指
示
を
受
け
て
救
急
救

命
士
が
行
え
る
次
の
処
置
の
範
囲

が
広
げ
ら
れ
ま
す
。

①
血
糖
測
定
し
、
低
血
糖
が
確
認

さ
れ
た
場
合
に
ブ
ド
ウ
糖
溶
液

を
投
与

②
重
症
ぜ
ん
そ
く
発
作
時
に
ぜ
ん

日会内

　
独
身
男
女
の
出
会
い
を
応
援
す

る
次
の
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
出
会
い
の
機
会

が
欲
し
い
と
い
う
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
小
布
施
バ
ス
ツ
ア
ー
～
レ
ッ
サ

ー
パ
ン
ダ
と
ぶ
ど
う
狩
り
～
】

９
月
30
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後

７
時

●
行
き
先
＝
小
布
施
町
、
茶
臼
山

動
物
園
、
中
条
フ
ル
ー
ツ
農
場

ほ
か
（
い
ず
れ
も
長
野
県
）

秋
の
小
布
施
へ
の
小
旅
行

ブ
ラ
イ
ズ
メ
イ
ト
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｘ

（
☎
０
９
０
―
７
４
０
３
―
３

４
０
３
）

【
ト
キ
め
き H

e
a
rt 

さ
さ
か
み 

F
a
rm

e
r's S

ty
le

】

10
月
７
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

２
時
30
分

出
湯
自
然
養
生
園
ほ
か
（
阿
賀

野
市
）

田
ん
ぼ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
新

米
で
の
昼
食

Ｊ
Ａ
さ
さ
か
み
青
壮
年
部
（
☎

０
２
５
０
―
62
―
２
４
１
０
）

に
い
が
た
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
事
業

日日会 内内

他

問

申

申申
で
に
国
土
交
通
省
信
濃
川
河
川

事
務
所
占
用
調
整
係
（
☎
０
２

５
８
―
32
―
３
２
６
８
）

申

問
そ
く
治
療
用
の
吸
入
薬
を
使
用

③
シ
ョ
ッ
ク
状
態
の
傷
病
者
に
対

し
点
滴
を
実
施

　
期
間
中
は
処
置
の
効
果
や
安
全

性
な
ど
に
つ
い
て
検
証
し
ま
す
。

な
お
、
傷
病
者
が
今
回
拡
大
さ
れ

る
処
置
を
断
っ
た
と
し
て
も
、
不

利
益
と
な
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま

せ
ん
。

・
　
十
日
町
地
域
消
防
本
部

（
☎
７
５
７
―
１
５
５
８
）

　
訪
問
介
護
で
身
体
介
護
・
家
事

援
助
に
必
要
な
訪
問
介
護
員
養
成

研
修
２
級
課
程
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
２
級
）の
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

●
研
修
期
間
＝
10
月
２
日
㈫
～
平

成
25
年
２
月
28
日
㈭

●
研
修
会
場
＝
十
日
町
福
祉
会
法

人
本
部
、
三
好
園
ほ
か

●
研
修
費
用
＝
４
万
円
（
テ
キ
ス

ト
代
含
む
）

30
人

・
　
９
月
24
日
㈪
（
必
着
）
ま

で
に
福
祉
課
窓
口
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
、
三
好
園
、
あ
か
ね
園
な

ど
に
配
置
の
用
紙
を
十
日
町
福

祉
会
法
人
本
部
（
☎
７
６
１
―

中
条
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

（福）
十
日
町
福
祉
会

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
の

取
得
を
目
指
し
ま
す

問

申

問

定

民
生
委
員
児
童
委
員
交
代

の
お
知
ら
せ

　
２
人
の
民
生
委
員
児
童
委
員
の

交
代
が
あ
り
ま
し
た
。
新
た
に
委

嘱
を
受
け
た
の
は
次
の
人
で
す
。

【
十
日
町
地
域
】

▼
大
津
武
次
☎
７
５
９
―
２
０
６

７
（
嘉
勝
・
轟
木
・
焼
野
・
魚

之
田
川
・
蕨
平
・
三
ツ
山
・
上

田
原
・
池
谷
）

【
川
西
地
域
】

▼
星
名
三
彦
☎
７
６
８
―
４
０
７

１
（
中
央
町
・
神
社
町
・
学
校
町
）

福
祉
課
高
齢
福
祉
係
（
☎
７
５

７
―
９
７
５
８
）

県
福
祉
保
健
部
児
童
家
庭
課

（
☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
２

１
５
）

高
齢
者
見
守
り
強
化
月
間

地
域
見
守
り
・
支
え
合
い

活
動
実
践
者
セ
ミ
ナ
ー

　
地
域
で
見
守
り
・
支
え
合
い
活

【
事
務
系
D
S
科
10
月
入
校
生
募

集
】10

月
26
日
㈮
～
平
成
25
年
3
月

26
日
㈫
平
日
午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時
10
分

十
日
町
パ
ソ
コ
ン
カ
レ
ッ
ジ

無
料
※
但
し
、
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
自
己
負
担
あ
り

実
践
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
ス
キ

ル
を
習
得
し
、
就
職
を
希
望
す

る
人
（
定
員
10
人
）

10
月
10
日
㈬
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
十
日
町

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

（
☎
０
２
５
―
７
９
４
―
２
４

１
０
）

対申問対
信
濃
川
・
大
河
津
分
水
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

【
25
年
度
入
校
生
募
集
】

　
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
を
魚
沼

テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
に
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

●
募
集
科
＝
①
木
造
建
築
科
（
２

年
間
）
②
電
気
施
設
科
（
１
年

間
）
③
エ
ク
ス
テ
リ
ア
左
官
科

（
１
年
間
）

●
受
験
資
格
＝
▼
推
薦
選
考

：

①

②
25
年
３
月
高
校
卒
業
見
込
者

③
は
実
施
な
し
▼
一
般
選
考

：

①
中
学
校
卒
業
以
上
で
お
お
む

ね
30
歳
以
下
②
高
校
卒
業
以
上

で
お
お
む
ね
30
歳
以
下
③
中
学

校
卒
業
以
上
で
若
年
離
転
職
者

※
年
齢
が
31
歳
以
上
の
人
は
事

前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

●
受
付
期
間
＝
▼
推
薦
選
考

：

９

月
10
日
㈪
～
28
日
㈮
▼
一
般
選

考

：

10
月
９
日
㈫
～
31
日
㈬

日会￥

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　
屋
根
の
雪
下
ろ
し
に
よ
る
事
故

を
防
止
す
る
た
め
に
住
宅
の
克
雪

化
工
事
を
す
る
場
合
、
そ
の
工
事

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
補
助
対
象

【
融
雪
式
】

①
融
雪
装
置
（
地
下
水
の
開
放
利

用
を
伴
う
も
の
を
除
く
）
の
設

置
工
事
で
、
新
築
・
増
築
・
改

良
に
よ
る
も
の

②
融
雪
構
造
住
宅
の
新
築
・
増
築
・

改
良
工
事

【
耐
雪
式
】

　
３
・
３
ｍ
（
川
西
地
域

：

３

ｍ
・
松
代
地
域

：

３
・
６
ｍ
・
松

之
山
地
域

：

３
・
７
ｍ
）
以
上
の

積
雪
荷
重
に
対
し
安
全
な
住
宅
の

新
築
・
増
築
工
事
で
、
有
効
な
雪

ぴ
対
策
を
講
じ
た
も
の

【
落
雪
式
】

　
屋
根
雪
を
人
力
に
よ
ら
ず
に
落

下
さ
せ
る
屋
根
構
造
ま
た
は
強
制

落
雪
装
置
を
有
し
、
落
下
さ
せ
た

雪
を
敷
地
内
で
有
効
に
処
理
で
き

る
も
の

【
高
床
落
雪
式
】

　
落
雪
式
の
構
造
を
有
し
、
１
階

を
鉄
骨
ま
た
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
と
し
、
２
階
及
び
３
階
を
木

造
と
し
た
も
の

■
補
助
条
件

①
平
成
25
年
３
月
15
日
ま
で
に
実

績
報
告
書
を
提
出
で
き
る
工
事

で
、
市
が
適
正
と
認
め
た
個
人

住
宅
。（
併
用
住
宅
を
含
む
、

新
築
建
て
売
り
住
宅
の
購
入
も

可
）

②
補
助
金
交
付
決
定
後
に
着
工
す

る
工
事
。
た
だ
し
、
6
月
15
日

以
降
に
、
緊
急
性
を
有
し
既
に

克
雪
化
工
事
に
着
手
し
た
場
合

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い

※
共
同
住
宅
は
対
象
外
で
す

※
克
雪
住
宅
づ
く
り
資
金
貸
付
制

度
を
利
用
す
る
場
合
で
も
該
当

し
ま
す

※
過
去
に
克
雪
住
宅
関
連
補
助
を

受
け
た
人
は
該
当
し
ま
せ
ん

■
補
助
金
上
限
額
　

　
44
万
円
（
落
雪
式
住
宅
及
び
高

床
落
雪
式
住
宅
は
33
万
円
）

■
事
業
の
流
れ

①
所
定
の
用
紙
で
申
込
み
。（
先

着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い

ま
す
）

⇩
申
込
者
全
員
に
申
込
み
結
果
の

通
知
を
し
ま
す
。

②
「
補
助
金
交
付
申
請
書
」
を
提

出
す
る
。（
抽
選
の
場
合
は
当

選
し
た
人
の
み
）

⇩
申
請
内
容
の
審
査
後
、
補
助
金

交
付
決
定
の
通
知
を
し
ま
す
。

③
克
雪
化
工
事
に
着
手
す
る
。

●
申
込
期
限
＝
９
月
20
日
㈭
ま
で

●
受
付
窓
口
・
　
都
市
計
画
課
建

築
住
宅
係
（
☎
７
５
７
―
９
９

３
５
）

「
克
雪
す
ま
い
づ
く
り
支
援

事
業
」
追
加
募
集

問

問

　県立十日町病院の診療体制について、今年度か
ら内科の医師が一部異動したことにより、これま
でどおりの診療が受けられるか心配をされている
市民の方がいらっしゃると思いますので、今後の
県立十日町病院の医師確保等についてご説明しま
す。
　県立十日町病院は、現在13診療科、常勤医24
名で診療を行っております。23年度中に整形外
科医、産婦人科医が各1名ずつ増えましたが、年
度末の人事異動で7名居りました内科医が２名減
の５名になりました。これにより一人当たりの内
科医の負担が大きく増加している状況にありま
す。
　このため、県立病院としましては、緊急的な対
応策として、隣接する県立松代病院の協力を得て
医師派遣を行っております。
　また、引き続き、大学への医師派遣要請を行う
とともに、民間医師紹介業者の活用により医師の
確保に努めてまいりたいと考えております。

　さらに、総合診療医の確保の一環としましては、
院長が中心となって、県立十日町病院を日本プラ
イマリ・ケア連合学会の「家庭医療後期研修プロ
グラム」の県内研修基幹病院になるよう現在準備
を進めているところです。
　また、中・長期的な医師確保につきましては、
新潟県が新潟大学及び順天堂大学と協議のうえ、
平成21年度からそれぞれの医学部に、本県の地
域医療に従事することを前提とした入学定員枠で
ある「地域枠」を設定しており、卒業後の２年間
の臨床研修終了後、順次医師として地域に配置さ
れていくこととなりますので、将来的には地域に
おける医師不足は今よりも緩和されていくものと
考えております。
　県立病院としましては、引き続き、地域の他医
療機関と連携しながら、地域住民が必要とする医
療の提供に努めてまいりますので、住民の皆様の
ご理解・ご協力をお願いします。

十日町市民の皆様へ 県立十日町病院長　新潟県病院局長

問

７
３
４
０
）



催
し
・
講
座

募　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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特
別
展
「
異
形
の
縄
文
土
器
」
を

見
学
し
た
後
、
土
器
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。

10
月
13
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分（
受
付
１
時
20
分
～
）

小
学
４
～
６
年
生

５
０
０
円
（
材
料
費
）

先
着
10
人

道
具
と
材
料
は
博
物
館
で
用
意

し
ま
す
。
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

作
っ
た
土
器
は
職
員
が
焼
き
ま

す
の
で
、
後
で
取
り
に
来
て
く

だ
さ
い
。

・
　
・
　
９
月
29
日
㈯
ま
で

に
、
申
込
書
（
対
象
者
に
は

学
校
で
配
布
済
み
）
に
参
加
費

を
添
え
て
博
物
館
（
☎
７
５
７

―
５
５
３
１
）

め
や
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の
人

権
に
関
す
る
相
談

新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

（
☎
７
５
２
―
２
５
７
５
）

動
を
行
っ
て
い
る
団
体
な
ど
を
対

象
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

９
月
27
日
㈭
午
後
１
時
～
４
時

30
分

新
潟
県
自
治
会
館
（
新
潟
市
）

地
域
見
守
り
・
支
え
合
い
活
動

関
係
者
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
自
治
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
民
生
委
員
、
社

会
福
祉
協
議
会
職
員
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
、
そ
の

他
行
政
職
員
な
ど
）、
地
域
福

祉
に
関
心
の
あ
る
県
民

①
講
演

：

田
中
尚
輝
さ
ん
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
福
祉
団
体
全
国

協
議
会
専
務
理
事
）

②
事
例
発
表

・
能
生
地
区
町
内
会
連
合
会
・

能
生
地
域
防
犯
組
合
協
議
会

（
糸
魚
川
市
）

・
学
校
法
人
敬
和
学
園
（
新
発

田
市
）

・
よ
ろ
ん
ご
の
木
（
柏
崎
市
）

県
福
祉
保
健
部
高
齢
福
祉
保
健

課
（
☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５

１
９
２
）

■夏期使用期間：11月30日㈮まで

■使用時間：午前９時～午後６時

■使用方法

◎誰でも使用できますが、占用使用（他の団体な

どに使用させないこと）がある場合は、利用で

きません。※占用使用したいときはスポーツ振

興課へ申し込んでください

◎土・日曜日、祝日にクロカンハウスまたは競技

本部棟を使う場合は、事前に総合体育館（スポー

ツ振興課またはネージュスポーツクラブ）で鍵

を受け取り、使用後は返却してください。

❶芝生広場

◎対象：ゲートボールや小学生以下の少年サッ

カーなど、芝生を大きく傷めないスポーツ

※用具などは使用者が準備してください

❷多目的走路

◎対象：ローラースキーやランニング、散歩など

※右回り（時計回り）が原則です

❸遊び広場　(せせらぎ水路・砂場・滑り台)

◎せせらぎ水路は、10月10日㈬までの平日のみ、

予約制で使用できます。スポーツ振興課へ申し

込んでください。使用時間は、一団体あたり

30分までです。

◎砂場は、使用後に必ずシートをかぶせてくだ

さい。

◎滑り台を幼児などが使用する場合は、責任者や

保護者などが監視に当たってください。

■使用料　(占用使用のみ徴収)

◎占用使用料：1,000円（１時間につき）

※ただし、芝生広場と多目的走路を一体で独占的

に使用する場合のみ徴収します

吉田クロスカントリー競技場多目的広場をご利用ください

◆今後のポリオワクチン接種方法

今までの接種状況 今後の接種回数

生ポリオまたは不
活化ポリオを１回
も受けていない人

不活化ポリオワクチン４回接種（１期３回、１期
追加１回）
　１期：20日から56日の間隔をおいて３回接種
　１期追加：３回目の接種から６か月以上の間隔
　　　　　　をおいて１回接種（注１）

生ポリオワクチン
を１回接種してい
る人

不活化ポリオワクチン３回接種（１期２回、１期
追加１回）
　１期：20日から56日の間隔をおいて２回接種
　１期追加：２回目の接種から６か月以上の間隔
　　　　　　をおいて１回接種（注１）

不活化ポリオワク
チンを１～３回接
種している人

合計４回となるよう接種
　４回目は、３回目の接種から６か月以上の間隔
　をあける（注１）

生ポリオワクチン
を２回接種してい
る人

接種不要です

ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
が
変
わ
り
ま
し
た

　
ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
は
、
９
月
１
日
か
ら
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種

と
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
接
種
状
況
に
よ
り
、
接
種
回
数
が
異
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
接
種
の
対
象
年
齢
は
、
生
後
３
か
月
以

上
７
歳
６
か
月
未
満
で
す
。
お
子
さ
ん
の
体
調
の
良
い
と
き
に
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。
接
種
方
法
と
個
別
接
種
協
力
医
療
機
関
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。

問
健
康
支
援
課
母
子
保
健
係
　
☎
７
５
７
―
９
７
５
９

◆ポリオ予防接種個別接種協力医療機関一覧（乳幼児・学童）９月１日現在

医療機関名
住　所

（行政区）
電話番号

電話
予約

医療機関名
住　所

（行政区）
電話番号

電話
予約

池田医院 本町西１ ☎752-2581 ○ 富田医院 上新井 ☎761-0200 ×

大坪医院 四日町新田２ ☎757-6100 ○
国保

倉俣診療所
芋川 ☎763-2147 ○

小林内科医院 中町 ☎752-7155 ○ 松代病院 松代 ☎597-2100 ×

庭野医院 寿町４ ☎752-2711 ○
国保

室野診療所
室野 ☎598-2101 ○

たかき医院 土市５ ☎758-2361 ×
国保

松之山診療所
松之山 ☎596-2240 ○

山口医院 袋町中 ☎752-2174 × 津南病院 津南町大割野 ☎025-765-3161 ○

本町
クリニック

本町３ ☎750-1160 ○ 石川医院 津南町逆巻 ☎025-766-2061 ○

山口医院 下条中央通り ☎755-2003 ○ 古藤医院 津南町押付 ☎025-765-3001 ○

国保
川西診療所

高原田 ☎768-2034 ○ 藤巻医院 小千谷市真人 ☎0258-86-3006 ○

全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
相
談
日
」

９
月
23
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

３
時

本
町
分
庁
舎

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
、
い
じ

問

日会内

問　
健
や
か
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
、

日会対問

ハ
ロ
ー
パ
パ
マ
マ
学
級

　
ひ
き
こ
も
り
や
不
登
校
な
ど
、

学
校
が
苦
手
な
子
ど
も
に
つ
い
て

不
安
に
思
い
、
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
。「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
高
め
る
に
は
」
を
テ
ー
マ
に

講
話
を
聞
い
て
、
同
じ
よ
う
に
悩

ん
で
い
る
人
と
話
を
し
て
不
安
を

解
消
し
ま
し
ょ
う
。

　
10
月
６
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

　
中
央
公
民
館

　
無
料

　
20
人

韮
澤
文
隆
さ
ん
（
長
岡
市
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

　
・
　
10
月
４
日
㈭
ま
で
に
フ
ォ

ル
ト
ネ
ッ
ト
代
表
・
関
口
（
☎

７
５
２
―
４
３
０
６
）ま
た
は
、

企
画
政
策
課
協
働
推
進
係
（
☎

７
５
７
―
３
６
９
３
）

男
女
共
同
参
画
推
進
委
託
事
業

「
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
進
め

る
た
め
に
③
」
講
話
と
座
談
会

日会￥

育
て
て
い
く
た
め
の
教
室
で
す
。

２
日
目
は
パ
パ
の
お
む
つ
交
換
練

習
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

パ
パ
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
10
月
４
日
㈭
・
20
日
㈯
午
後
１

時
15
分
～
３
時
30
分

　
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役

所
隣
）

　
12
～
４
月
出
産
予
定
の
妊
婦
の

皆
さ
ん
と
そ
の
家
族

　
９
月
28
日
㈮
ま
で
に
健
康
支
援

課
母
子
保
健
係
（
☎
７
５
７
―

９
７
５
９
）

申

問

講 定　
秋
の
子
ど
も
博
物
館
は
、
秋
季

平
成
24
年
度
子
ど
も
博
物
館
Ⅱ

縄
文
体
験
「
土
器
づ
く
り
」

日会対内　
実
り
の
秋
を
迎
え
、
す
が
す
が

し
い
気
候
の
な
か
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
し
て
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

９
月
30
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後

11
時
30
分
（
出
発
は
午
前
９
時

30
分
）

秋
の
健
康
ウ
ォ
ー
ク

日 日対￥定他会

問

申

（注１）国は９月１日の導入時点では、全体を通して４回目となる追加接種は、定期接種と
　　　 して認めていません。定期接種となりましたらお知らせします。
　　　 （現在国内臨床試験中のためデータが整い次第導入予定）

※接種を受けるにあたっては、事前に医療機関への予約が必要です。電話予約の場合は、母子健康手帳で

接種状況をよく確認してから連絡してください。電話予約×の医療機関については、母子健康手帳・保

険証を持参の上、窓口で予約してください

※十日町病院がかかりつけ医の人は主治医に相談してください

　スポーツ振興課　☎756-5013問　芝生会場や遊び広場などが整備されました。ぜひご利用ください。



催
し
・
講
座

募　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

財
産
管
理
、
成
年
後
見
、
遺
言
・

相
続
、
悪
質
商
法
、
借
金
、
保

証
、
貸
金
な
ど
、
法
律
相
談
の

内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
相
談
方
法
＝
電
話
相
談
（
予
約

不
要
）
☎
０
５
７
０
―
０
４
５

５
３
３
、
面
接
相
談
（
予
約
必

要
）
☎
０
２
５
―
２
２
２
―
５

５
３
３

新
潟
県
弁
護
士
会
（
☎
０
２
５

―
２
２
２
―
５
５
３
３
）

応
す
る
た
め
、
次
の
期
間
、
市
役

所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
自
動
交
付

機
と
各
支
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る

窓
口
受
付
シ
ス
テ
ム
が
利
用
で
き

ま
せ
ん
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

９
月
24
日
㈪
～
30
日
㈰
　
　

市
民
生
活
課
市
民
年
金
係
（
☎

７
５
７
―
３
１
１
６
）

寄付ありがとう
８月25日届出分まで（敬称略）

●とおかまち応援寄附金＝

米持大介（東京都新宿

区）、㈱玉垣製麺所（下

川原町）、高見沢和浩（長

野県南佐久郡佐久穂町）、

米持雅朗（神奈川県横浜

市）

●情報館へ＝柳協子（田中

町東）、村山政巳（谷内

丑１）、大島康弘（水野

町）、池田久美子（七軒

町）、春日克美（美咲町）、

南雲義男（東京都清瀬

市）、村山悦夫（上川手）

　　連日暑い日が続き、場所によって６月は平年の約半分、８月は平年の約３割程度しか雨が降っていま

せん。このまま雨の少ない状態が続くと水道水源の水量不足が心配されます。市では安全で安定した水

道水を供給するために日々努力していますが、皆さんからも節水にご理解とご協力をお願いします。

◆身近な節水方法を試してみましょう

【キッチン】

・食器は洗い桶に水をためて洗いましょう。

【 お風呂 】

・15分間のシャワーと浴槽１杯分の水量は、ほぼ

同じです。シャワーを15分以上使うなら、浴槽

にためて入る方が節水になります。

・残り湯は掃除洗濯、植木の水やり、まき水などに

有効利用しましょう。

【 洗　面 】

・歯磨き、洗面はこまめに止水して、出しっぱなし

に注意しましょう。

　家庭で１人が１日に使う水の量は約200リ

ットルといわれています。５人家族なら１

日1,000リットル、１か月で30㎥になります。

例えば、家族みんなで１日100リットル（10

％）の節水ができれば、１日当たり約20円

の水道代の節約になります。１か月で約600

円。１年で約7,200円になります。無理なく

身近な節水から始めてみましょう。

《節水のお願い》

【 トイレ 】

・トイレのレバーを「大」にひねるとタンク内の

水約12 ～ 20リットルがすべて流れてしまいま

す。「大」「小」上手に使い分けましょう。

期　日 大　　会　　名 会　　　場 問合せ
９月16日㈰ 市民ハイキング 乗鞍岳（長野県） 滝沢信一 ☎090-2244-6177

９月29日㈯～ 30日㈰ 学童野球大会 市総合公園野球場　ほか 岩田竜一 ☎090-4738-5915
10月開催予定 中里バレーボール大会 中里中学校体育館 中里公民館　☎763-2493
10月６日㈯ 第18回まつのやま湯鳥駅伝大会・第40回健康マラソン大会 松之山クロスカントリーコース及び松之山グラウンド 松之山公民館☎596-2265

10月７日㈰

第28回ジュニアバドミントン大会 市総合体育館 根津一郎 ☎090-9744-2603
400歳野球大会 笹山野球場 小林　聡 ☎090-8253-4815
テニス（シングルス）大会 市総合公園 丸山　滋　　☎761-7533
男女混合バレーボール大会 川西総合体育館 玉村浩之　　☎757-3197
第48回市民体操競技大会 十日町高校東体育館 滝沢　広 ☎090-2663-8371
ソフトボール大会 信濃川運動公園野球場A、C 南雲清吉 ☎090-1433-1657
宮沢杯・小山杯争奪バスケットボール大会 十日町高校 池田　実　　☎757-3118
フットサル大会 市総合体育館屋内グラウンド 桑原　龍 ☎090-4365-7022

10月８日

（体育の日）

2012十日町ＲＵＮ・ランリレーカーニバル 市陸上競技場 近藤俊介　　☎756-2866
市民スポーツの日卓球大会 川西総合体育館 高橋博夫　　☎752-6274
市民剣道大会 西小学校体育館 根津雅之　　☎752-2837
市民空手道競技大会 市総合体育館 西野弘幸　　☎757-8339
第８回市長杯争奪ゲートボール大会 吉田クロスカントリー競技場 久保田行雄　☎752-4600
第41回郡市柔道大会 武道館柔道場 庭野敏春 ☎090-4822-8605

10月14日㈰
相撲競技大会 武道館相撲場 福原忠之 ☎090-4930-2819
ソフトテニス大会 信濃川運動公園テニスコート 櫻澤晋介 ☎090-4126-9037

10月18日㈭～ 19日㈮ 第17回川西ソフトバレーボール大会 川西総合体育館、川西中学校 川西公民館　☎768-2308
10月21日㈰ 中里テニス大会兼高木杯 市総合公園 中里公民館　☎763-2493
10月28日㈰ 市民バドミントン大会 松代総合体育館 根津一郎 ☎090-9744-2603

第
８
回 

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

上下水道局水道維持係　　　　　☎ 757-3138

松代支所農林建設課上下水道係　☎ 597-2222

問

　
10
月
１
日
㈪
か
ら
、
市
の
指
定

金
融
機
関
が
第
四
銀
行
か
ら
北
越

銀
行
に
変
わ
り
ま
す
。

会
計
課
出
納
係
（
☎
７
５
７
―

３
７
０
８
）

問
指
定
金
融
機
関
を
変
更
し
ま
す

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
本
人
や
、

そ
の
家
族
か
ら
の
本
人
に
関
す
る

法
律
相
談
に
応
じ
ま
す
。

９
月
22
日
（
秋
分
の
日
）
午
前

10
時
～
午
後
４
時

新
潟
県
弁
護
士
会
館（
新
潟
市
）

10
月
１
日
㈪
～
７
日
㈰
※
各
事

務
所
執
務
時
間

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

市
民
生
活
一
般
に
関
す
る
法
律

相
談
（
登
記
・
訴
訟
・
相
続
・

多
重
債
務
・
悪
徳
商
法
な
ど
）

新
潟
県
司
法
書
士
会
（
☎
０
２

５
―
２
４
４
―
５
１
２
１
）

問 内 会 日日 「
法
の
日
」

司
法
書
士
無
料
相
談
週
間

高
齢
者
と
障
が
い
者
の

困
り
ご
と
無
料
法
律
相
談

証
明
書
自
動
交
付
機
の

利
用
停
止
の
お
知
ら
せ

差
押
動
産
の
公
売
を
実
施
し
ま
す

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
）

　
住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
対

　
市
で
は
、
税
負
担
の
公
平
と
自

主
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
、
市

税
な
ど
の
滞
納
で
差
し
押
さ
え
た

動
産
を
、
ヤ
フ
ー
㈱
が
運
営
す
る

「
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
で
公

売
し
ま
す
。
公
売
物
件
の
情
報
や

申
込
方
法
、
入
札
期
間
な
ど
は
、

９
月
24
日
㈪
午
後
１
時
か
ら
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

※
公
売
に
参
加
す
る
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｉ
Ｄ
」
を
取
得
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す

※
物
件
状
況
に
よ
り
、
公
売
を
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

●
参
加
申
込
期
間
＝
９
月
24
日
㈪

午
後
１
時
～
10
月
9
日
㈫
午
後

11
時

●
公
売
場
所
＝
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
オ

問 日

問
ー
ク
シ
ョ
ン
内
の
「
官
公
庁
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
」

税
務
課
管
理
収
納
係
（
☎
７
５

７
―
３
１
１
３
）

合
体
育
館
（
土
曜
日
）

年
間
８
、
０
０
０
円
※
ラ
ケ
ッ

ト
貸
し
出
し
あ
り

池
田
（
☎
０
８
０
―
１
１
６
６

―
４
３
７
９
）

問 ￥ ￥内他申

問

●
時
間
＝
午
後
７
時
30
分
～
９
時

30
分

夏
季

：

十
日
町
市
総
合
公
園

（
水
・
土
曜
日
）、
冬
季

：

市
総

会
硬
式
テ
ニ
ス
Jr.
教
室
会
員
募
集

●
集
合
場
所
＝
大
井
田
の
郷
公
園

年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
健
康
な

人
（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護

者
ま
た
は
責
任
の
あ
る
引
率
者

の
同
伴
が
必
要
）

無
料

約
５
㎞
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

飲
み
物
は
、
各
自
で
持
参
し
て

く
だ
さ
い

・
　
９
月
26
日
㈬
ま
で
に
十
日

町
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
事

務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
☎ 

７
６
５
―
５
０
１
３
）

　
労
使
関
係
に
豊
富
な
知
識
が
あ

る
委
員
（
弁
護
士
・
労
働
組
合
役

員
・
会
社
経
営
者
な
ど
）
が
労
使

間
の
問
題
解
決
に
向
け
て
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。

①
10
月
８
日
（
体
育
の
日
）
②

10
月
14
日
㈰
③
10
月
28
日
㈰
い

ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
4
時

①
県
庁
（
新
潟
市
）
②
市
民
プ

ラ
ザ
（
上
越
市
）
③
ま
ち
な
か

キ
ャ
ン
パ
ス
長
岡
（
長
岡
市
）

新
潟
県
労
働
委
員
会
に
よ
る

労
働
ト
ラ
ブ
ル
相
談
会

日会￥内
無
料
※
要
事
前
申
込
み

解
雇
、
賃
金
未
払
い
、
退
職
金
、

パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

県
労
働
委
員
会
事
務
局
総
務
課

（
☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
５

４
６
）

問

内問

　
送
電
線
設
備
な
ど
の
定
期
点
検

及
び
補
修
作
業
の
た
め
、
次
の
と

お
り
停
電
と
な
り
ま
す
。

10
月
２
日
㈫
・
４
日
㈭
午
前
３

時
～
３
時
10
分

●
停
電
地
域
＝
中
里
地
域
※
貝
野

地
区
を
除
く

東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

（
☎
７
５
７
―
１
９
８
７
）

10
月
５
日
㈮
午
後
６
時
30
分
～

８
時
30
分

ク
ロ
ス
テ
ン

信
濃
川
河
川
事
務
所
調
査
課

（
☎
０
２
５
８
―
32
―
３
２
４

３
）

　
国
土
交
通
省
で
は
、
今
後
20
～

30
年
間
の
河
川
整
備
の
目
標
や
河

川
工
事
・
維
持
内
容
を
定
め
る
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

問

問 日

会 日

９
月
11
日
は

「
け
い
さ
つ
相
談
の
日
」

信
濃
川
河
川
整
備
計
画
策

定
の
住
民
懇
談
会

停
電
作
業
の
実
施
に
つ
い
て

　
県
警
で
は
、
普
段
か
ら
警
察
本

部
や
各
警
察
署
に
相
談
室
を
設

け
、
事
件
事
故
の
ほ
か
、
困
り
ご

と
や
悩
み
ご
と
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

問

●
け
い
さ
つ
相
談
室（
警
察
本
部
）

＝
▼
☎
＃
９
１
１
０
ま
た
は
☎

０
２
５
―
２
８
３
―
９
１
１
０

▼
女
性
被
害
１
１
０
番
☎
０
２

５
―
２
８
１
―
７
８
９
０

●
十
日
町
警
察
署
相
談
室
・
　
＝

☎
７
５
２
―
０
１
１
０

会
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地元で作られたものを
地元で食べる。

その営みを拡大するために、

十日町で作られている農産物

などを紹介していきます。

連
載
コ
ー
ナ
ー
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連
載
コ
ー
ナ
ー

「
離り

縁え
ん

状じ
ょ
う
」
と

は
、
江
戸
時
代

に
庶
民
が
離
婚

す
る
際
、
夫
か

ら
妻
側
に
宛
て

て
交
付
さ
れ
る

離
婚
証
明
書

で
、
俗
に
「
三み

行く
だ

り
半は
ん

」
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
幕
府
法
で
は
、

離
縁
状
は
夫
が
書
く
も
の
と
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
妻
が
書
い
た
離
縁
状
は
見
つ
か

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
平

成
21
年
、川
治
区
有
文
書
の
離
縁
状
が
、

全
国
で
初
め
て
の
発
見
と
な
る
「
妻
の

書
い
た
離
縁
状
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。

　
こ
の
離
縁
状
は
、
安
政
３
（
１
８
５

６
）
年
、
旧
貝
野
村
安
養
寺
に
あ
る
重

右
衛
門
家
の
妻
「
ふ
じ
」
を
筆
頭
に
、

妻
側
関
係
者
の
連
署
に
よ
り
、
婿
養
子

の
夫
「
万
平
」
に
交
付
さ
れ
た
も
の
で
、

協
議
の
上
で
離
婚
す
る
こ
と
、
離
婚
を

申
し
出
た
妻
側
か
ら
１
０
０
両
の
慰
謝

料
を
渡
し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
と
同
時
に
、
夫
か
ら
妻
宛

て
の
離
縁
状
も
作
成
さ
れ
、
法
的
に
も

離
婚
を
成
立
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
と
か
く
男
尊
女
卑
社
会
と
い
わ
れ
る

江
戸
時
代
で
も
、
離
婚
は
夫
の
一
方
的

な
意
思
で
は
な
く
、
妻
側
の
意
向
も
大

き
か
っ
た
こ
と
、
夫
婦
・
両
家
で
協
議

が
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
が
分
か
り
ま

す
。

■
問
合
せ

：

博
物
館

　
　
　
　
　
☎
７
５
７

�

５
５
３
１

　
　
　（
ク
イ
ズ
の
答
え
は
21
ペ
ー
ジ
）

六
の
巻

№ 25 越後ハニー（茶豆） 　別名「砂糖枝豆」とも呼ばれる甘みの強さが魅力の茶豆。
夏の定番で、ビールのお供に最適です。
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【今月のテーマ】

　夜遅くまで起きていると、ついつい食べてし

まう夜食。最近は、夜更かしの子どもが増え、

夜食が習慣になっている子も多いようです。

　子どもの成長に欠かせないのが成長ホルモン

ですが、寝る前の夜食は、睡眠中の成長ホルモ

ンの分泌を悪くしてしまうと言われています。

つまり夜食は、身長の伸びに悪影響を与える可

能性があるということです。

　そのポイントとなるのが血糖値です。成長ホ

ルモンが十分に分泌されるためには、血糖値が

ある程度下がっている必要があります。

　夜食や甘いものを食べると血糖値が上昇し、

成長ホルモンの分泌が悪くなってしまうため、

夜食を食べた日と食べずに寝た日の成長ホル

モン分泌量は、明らかに差があるといわれてい

ます。

　成長ホルモンを十分に分泌させるためには、

就寝する２時間前には食事を終わらせ、甘いも

のやジュースなども控えましょう。もし長く続

いた習慣で「お腹が空いて眠れない」というと

きは、糖分よりもタンパク質の多い夜食にしま

しょう。たとえば、卵やチーズ、豆類、牛乳な

ど、血糖値が上がりにくい食品を選ぶことが大

切です。

●問合せ：生涯学習課　☎ 757-8918

夜食は成長に悪影響を与えます

川
治
区
有
文
書
「
離
縁
状
之
事
」

若者が帰ってくる場づくりを

全
国
初
の
発
見
！

　
　
　
妻
の
書
い
た
離
縁
状

福原　貴英 さん
1975年生

画廊喫茶 亜土梨絵　勤務

先月の湯沢典子さんからのバトンタッチ

　新潟県は、全国屈指の茶豆の栽培面積を誇り、さまざまな品種

の茶豆が栽培されています。市内でも、この地域の気候と土壌が

茶豆栽培に適していて、東田沢や水沢市之沢、中在家などで「越

後ハニー」をはじめとした茶豆が栽培されています。

　「越後ハニー」は、その名のとおり香りや風味が良く、濃厚な

甘味が特徴です。糖度は10度ほどあり、果物で言えばいちご（８

度～10度）と同じくらいです。子どもからお年寄りまで好んで

食べられる夏の定番の農産物です。

〈収穫時期〉８月上旬～10月中旬

〈おいしい食べ方〉

塩ゆで、スープ、煮物、サラダ、天ぷらなど

●問合せ：農林課農業企画係　☎757-3120

　
小
学
１
年
生
の
と
き
に
は
、
料
理
人
に
な
る
夢

を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
夢
を
持
ち
続
け
た
ま

ま
、高
校
卒
業
後
に
料
理
の
専
門
学
校
へ
進
学
し
、

そ
れ
以
降
は
ず
っ
と
料
理
関
係
の
仕
事
に
携
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
地

の
活
性
化
に
魅
力
を
感
じ
、
実
家
に
帰
り
１
年
半

ほ
ど
前
か
ら
、
か
つ
て
両
親
が
経
営
し
て
い
た
喫

茶
店
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
お
店
は
、
地
域
文
化
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
知
っ

て
も
ら
い
た
く
て
、
画
廊
喫
茶
と
し
て
、
地
元
芸

術
家
の
作
品
や
地
元
を
題
材
と
し
た
作
品
を
展
示

し
、
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
域
に
み
ん
な
で
新
し
い
文
化
を
持
ち
寄

り
、
土
着
の
文
化
に
な
じ
ん
だ
花
を
咲
か
せ
て
、

若
者
が
帰
っ
て
き
た
い
と
思
え
る
地
域
に
な
っ
て

い
け
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
活
動
を
し
て
い
き

た
い
で
す
し
、
し
て
い
る
人
た
ち
の
支
援
も
し
た

い
で
す
。

※写真は、苗場高原生産組合（☎763-
　4774）で栽培されたもの



わが家のアイドル（４歳未満の幼児）募集中！
申込み・問合せは企画政策課秘書広報係　☎757-3112まで

元気なお年寄りを紹介し、
健康の秘けつなどをうかがいます。
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▼
大
地
の
芸
術
祭
の
取
材
で
各
地
を
訪
れ

る
と
、
そ
こ
に
は
お
客
さ
ん
の
笑
顔
、
お

も
て
な
し
を
す
る
地
元
の
皆
さ
ん
の
笑

顔
、
こ
へ
び
隊
の
笑
顔
な
ど
多
く
の
笑
顔

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
開
催
前
の
準

備
や
調
整
、
開
催
中
の
運
営
な
ど
の
苦
労

を
感
じ
さ
せ
な
い
笑
顔
を
、
多
く
の
来
訪

者
が
こ
の
地
の
魅
力
と
し
て
感
じ
て
い
る

こ
と
で
し
�
う
。

▼
大
地
の
芸
術
祭
の
公
式
フ
�
イ
ス

ブ
�
ク
ペ
�
ジ
で
は
、
こ
の
笑
顔
の
写

真
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
閉
幕
ま
で
に

１
、
０
０
０
枚
集
め
る
こ
と
が
目
標
と
の

こ
と
で
す
が
、
は
た
し
て
達
成
で
き
る
で

し
�
う
か
。
フ
�
イ
ス
ブ
�
ク
に
登
録
し

て
い
な
く
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、﹁
越
後
妻
有 

大
地
の
芸
術
祭
の
里
﹂

で
検
索
し
て
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

～
た
�
た
一
人
の
あ
な
た
で
す

　
　
　
　
た
�
た
一
つ
の
命
で
す
～

【
十
日
町
市
の
自
殺
者
の
状
況
】

　
十
日
町
市
の
自
殺
死
亡
率
は
、
国
・
県

と
比
較
す
る
と
高
く
、
県
内
20
市
の
中
で

も
常
に
高
い
状
況
で
す
。

　
性
別
で
は
、
男
性
の
自
殺
死
亡
者
数
が

女
性
の
２
倍
と
多
く
、
年
代
で
は
40
～
50

歳
代
の
働
き
盛
り
の
男
性
と
80
歳
以
上
の

女
性
に
多
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
自
殺
の
原
因
・
動
機
は
「
不
詳
」
に
続

き
、「
健
康
問
題
」「
家
庭
問
題
・
経
済
生

活
問
題
・
勤
務
問
題
」
と
続
き
ま
す
。

【
自
殺
に
至
る
ま
で
の
経
過
】

　
自
殺
は
個
人
の
意
思
や
選
択
の
結
果
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
実
際
に
は

健
康
問
題
、
負
債
、
過
労
、
家
庭
の
不
和
、

生
活
苦
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
絡
み

合
っ
て
起
こ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
人
の
直
前
の

心
の
健
康
状
態
は
、
精
神
疾
患
に
か
か
っ

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
中
で
も
う
つ
病
の

割
合
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
う
つ
病
を
防
ぐ
た
め
に
で
き
る
こ
と
】

①
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
一
人
で
抱
え
込
ま

ず
に
、
他
の
人
に
打
ち
明
け
る
。

②
し
っ
か
り
と
睡
眠
を
と
り
、
バ
ラ
ン
ス

の
よ
い
食
事
を
心
が
け
、
適
度
な
運
動

を
続
け
る
。

③
積
極
的
に
休
養
を
と
り
、
ス
ト
レ
ス
を

た
め
な
い
よ
う
生
活
す
る
。

︽
う
つ
病
を
疑
う
サ
イ
ン
︾

①
疲
れ
て
い
る
の
に
、
２
週
間
以
上
眠
れ

な
い
日
が
続
い
て
い
る
。

②
食
欲
が
な
く
、
体
重
が
減
っ
て
い
る
。

※
う
つ
病
は
こ
こ
ろ
の
風
邪
と
い
わ
れ
て

い
て
、
早
め
に
気
付
き
対
処
す
れ
ば
回

復
し
ま
す
。
症
状
が
長
引
い
て
い
る
場

合
は
、
専
門
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

【
相
談
窓
口
】

　
保
健
所
や
市
の
保
健
師
な
ど
へ
の
相
談

の
ほ
か
、
市
で
は
精
神
科
医
師
や
臨
床
心

理
士
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家

族
で
も
相
談
で
き
ま
す
（
い
ず
れ
も
予
約

が
必
要
で
す
）。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

　高齢者から次のような相談が増えています。

　　　注文していないカニなどの海産物が代金引

換配達で届いた。

　　　高値で買い取るので海外通貨を買ってほし

いと電話がかかってきた。

　　　訪問販売で断り切れず布団、消火器、みか

んなどを契約してしまった。

　　　電話で写真集や健康食品を強引に勧められ

買ってしまった。

　　　電話で光回線や光電話を執拗に勧誘され困

っている。

　　　　　　　

　悪質業者は優しい言葉で近寄って、高齢者の話

し相手になってくれます。高齢者はだまされてい

ることに気付かないこともあります。被害にあっ

たとしてもだまされた自分が悪いと泣き寝入りし

てしまうこともあります。身近な人が高齢者のち

ょっとした変化に気づき、相談機関につなぐこと

が重要です。高齢者の消費者トラブルを防ぐには、

まわりの人たちの『見守り』が大切です。おかし

いな、困ったなと思ったら、どんな小さなことで

も相談してください。

【注意情報】最近、十日町市で「押し貸し」の被害

が報告されています。「押し貸し」とは、勝手に銀

行口座にお金を振り込んで、法外な利息を付けて返

金を要求するものです。返金させるために勤務先や

近所の家にまで電話をかける場合もあります。被害

に遭ったら、ひとりで悩まずに相談してください。

●問合せ：十日町市消費生活相談窓口

　　　　　（産業政策課商工振興係内☎757-3740）

　　　　　平日／午前９時～午後４時

ぐる
り松之山

(つ)

▼
大
地
の
芸
術
祭
が
ま
も
な
く
終
わ
り
ま

す
。
J
R
飯
山
線
ア
�
ト
プ
ロ
ジ
�
ク
ト

の
一
つ
越
後
田
沢
駅
前
で
は
、
毎
週
末
に

地
元
の
皆
さ
ん
に
よ
る
お
も
て
な
し
や
、

ス
テ
�
ジ
発
表
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

こ
の
作
品
に
乗
じ
て
、
駅
前
の
坂
を
使
�

て
世
界
一
の
流
し
そ
ば
な
ど
が
行
わ
れ
た

﹁
坂
道
大
作
線
﹂
や
、
ト
ピ
�
ク
ス
に
も

書
き
ま
し
た
が
﹁
ミ
ニ
食
の
文
化
祭
﹂
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
小
出

集
落
で
は
﹁
仮
装
か
ら
す
踊
り
大
会
﹂
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
芸
術

祭
の
作
品
に
携
わ
�
た
り
、
作
家
や
学
生

と
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
り
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
楽
し
む
そ
の
姿
に
、
芸

術
祭
の
枠
に
収
ま
ら

な
い
エ
ネ
ル
ギ
�
を

感
じ
ま
し
た
。

健康支援課成人保健係
TEL757-9764問合せ
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　杏ちゃんは凛（りん）お姉ちゃんが大好き。泣いている
となでなでやギュッとしてくれる優しい子です。いつも２
人でプリキュアを見ながら楽しく踊っています。

　お昼寝用の青い毛布がお気に入りの音次郎ちゃん。楽太
郎（らくたろう）お兄ちゃんとはけんかもするけど、やっ
ぱり大好き。夏休みはいっしょに初めて花火をしました。

　拡大鏡を片手に新聞などの活字を読む中町
さん。就寝前にはその日の出来事や体調の変
化などを欠かさずノートに記録しています。
膝が悪いですが、毎日散歩をするなど、でき
るだけ体を動かすようにしています。元気の
秘けつは、できることは自分ですること。食
事も野菜を中心に何でも食べます。温かいご
家族に囲まれ、「今がとても幸せ」と話します。

上
村
　
杏
ち
ゃ
ん

高
橋
　
音
次
郎
ち
ゃ
ん

か
み
む
ら
　
あ
ん
ち
�
ん

平
成
22
年
8
月
19
日
生
ま
れ

上
野

︵
写
真
右
︶

た
か
は
し
　
お
と
じ
ろ
う
ち
�
ん

平
成
22
年
4
月
4
日
生
ま
れ

中
条
八
幡

︵
写
真
右
︶

中町 テイさん （下条中央通り・101歳）

中尾編

～９月は高齢者悪質商法被害防止月間～ ６

(石)

至松代
高館

トンネル

至津南

353

中尾

例１

例２

例３

例５

例４

アドバイス

㆒

９
月
は

「
新
潟
県
自
殺
対
策
推
進
月
間
」

　
松
之
山
地
域
の
南
部
に
位
置
す

る
中
尾
集
落
に
は
、
越
後
二
大
伝

説
の
一
つ
「
松
山
鏡
」
の
舞
台
と

な
っ
た
「
鏡
�
池
」
が
あ
り
ま
す
。

�
こ
の
地
に
隠
棲
し
た
万
葉
歌
人

の
大
伴
家
持
は
女
と
の
間
に
娘
を

授
か
る
が
、女
は
病
で
亡
く
な
り
、

そ
の
娘
は
継
母
に
虐
待
を
受
け

る
。
娘
は
池
の
水
面
に
映
っ
た
姿

に
母
を
思
い
、
会
い
た
い
一
心
で

形
見
の
鏡
を
抱
い
て
池
に
身
を
投

じ
た
�
と
い
う
伝
説
の
池
で
す
。

　
昭
和
61
年
、
伝
説
を
後
世
に
伝

え
る
た
め｢

鏡
�
池
公
園｣

が
整
備

さ
れ
、
中
尾
集
落
の
努
力
で
施
設

を
管
理
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

最
盛
期
に
88
戸
あ
っ
た
集
落
も
、

現
在
18
戸
に
な
り
、
高
齢
化
率
も

70
％
を
超
え
た
た
め
、
集
落
の
維

持
管
理
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、集
落
若
手
の
会「
か

さ
さ
ぎ
会
」
の
呼
び
か
け
で
、
平

成
22
年
・
23
年
と
「
鏡
�
池
公
園

わ
く
わ
く
広
場
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
」

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
�

ク
ト
は
都
会
の
人
た
ち
と
の
交
流

で
集
落
再
生
を
目
指
す
も
の
で
、

鏡
�
池
公
園
の
整
備
や
棚
田
で
の

農
作
業
体
験
な
ど
で
交
流
し
ま
し

た
。
か
さ
さ
ぎ
会
の
樋
口
一
次
さ

ん
は
、「
中
尾
集
落
に
来
て
く
れ

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と
触
れ
合

う
こ
と
で
、
新
た
な
�
結
�
の
可

能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
、
今

後
の
思
い
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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　毎年この時期、昭和29年８月の「温泉街大火」

を教訓とした、温泉組合、消防団、住民の合同

防災訓練を行っています。今回は旅館から出火

という想定で、お客さんの避難誘導や消火器訓

練などを行いました。

　中条小６年生の児童など48人が、２泊３日で岡

山県総社市山手地区を訪れました。中条小の児童は、

山手小６年生の自宅にホームステイを行いながら、

白桃の収穫体験など山手地区の文化や歴史に触れ、

交友を深めてきました。

　芸術祭の作品展示で、会場を変更しての開催で

した。天気も良く、家族連れが多く楽しんだ様子

でした。新保広大寺節保存会など恒例の団体のほ

か、子どもの団体も出演し、会場を盛り上げまし

た。（　 金子又市さん）

　宮城県石巻市の「木の屋石巻水産」から市に寄贈さ

れた絵本『きぼうのかんづめ』の読み聞かせ会が行わ

れました。東日本大震災からの復興に向けてがんばる

石巻水産と、それを支援する人たちの活動を描いた物

語に、子どもから大人まで真剣なまなざしで聞き入っ

ていました。

　鈴木賢さん（本町東１・津南中等教育学校３年）が、第52回全国中

学校水泳競技大会の背泳ぎ100ｍで優勝、同200mで２位の快挙を達成

しました。鈴木さんは、「普段の練習の積み重ねが成果となりましたが、

タイムに満足していないのでもっと速く泳ぎたいです」と今後の活躍に

意気込みを見せています。

市
　
内

鈴木賢さん 全国大会優勝の快挙！
８月21日㈫～ 23日㈭：栃木県小山市県立温水プール館

　毎年恒例の上

野仮装大会が開

催されました。

スコップを三味

線 に 見 立 て た

「しゃべる三味

線一座」による

「浪速節だよ人

生は！！」が、この日を楽しみにしていた観客でいっぱいの

会場を大いに沸かせ、団体の部で優勝しました。

川
　
西

個性的な仮装とユーモアあふれるパフォーマンス
８月26日㈰：上野中央通り

　
早
稲
田
大
学
落
語
研
究
会

に
よ
る
「
早
稲
田
寄
席
～
ほ

っ
く
ほ
く
亭
～
」（
主
催

：

ま
つ
だ
い
地
域
振
興
会
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
３
日
間

と
も
午
後
１
時
か
ら
５
時
過

ぎ
ま
で
、
９
人
の
学
生
が
か

わ
る
が
わ
る
演
目
を
披
露
す

る
中
、
延
べ
３
２
０
人
が
会

場
を
訪
れ
、
落
語
を
楽
し
み

ま
し
た
。

恒例の盆踊り大会　盆だんす

復興を描いた「きぼうのかんづめ」

８月11日㈯：キナーレ

８月16日㈭：情報館

十
日
町

十
日
町

工
夫
を
凝
ら
し
た
夏
野
菜
の
料
理
を
試
食

中　里

9
月
1
日
㈯
：
越
後
田
沢
駅
前

　
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
家

庭
料
理
の
祭
典
「
な
か
さ

と
食
の
文
化
祭
」
を
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
大
地
の
芸
術
祭
に
出
展

中
の
作
家
E
A
T
&
A
R
T 

T
A
R
O
さ
ん
の
協
力
を
得

て
、
ミ
ニ
食
の
文
化
祭
を
開

催
し
ま
し
た
。

【17ページ「歴探！」くずし字村名クイズ答え】
…湯本

早
大
生
落
語
家
に
よ
る
笑
い
の
祭
典

8
月
17
日
㈮
～
19
日
㈰
：
松
代
ふ
る
さ
と
会
館

松　代

松
之
山

十
日
町

温泉街 合同防災訓練～大火を教訓に～

第16回 やまて・中条夏交流

８月22日㈬：松之山温泉街

７月28日㈯～ 30日㈪：岡山県総社市

松
　
代

早大生＆高校生教師　夏の特別レッスン
8月8日㈬～ 12日㈰、20日㈪～ 24日㈮：松苧ドミトリー（太平）

　松代地域に進学塾がないことを逆手に取った早稲田

大学との交流事業「早稲田松代塾ジュニア」が今年か

ら始まりました。松代地域の小・中学生が、大学生と

インターンシップで参加した松代高校生から勉強を教

わりました。
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■ 人　口  59,051人（－24）  男  28,718人（－12）  女  30,333人（－12）
■ 世帯数  20,154世帯（－２） ８月末現在（　）は前月からの増減市民の動き

87

孟
地
小
学
校

柳　佳
か

藍
らん

さん（１年）
　学校であそんでいるところです。自分のかみにリボンをつけたり、空にふわふわなくもをつけたりして工夫しました。サクラもきれいです。

　
だ
い
す
き
な
が
っ
こ
う

柳　和
かず

真
ま

さん（２年）

　ぼくは海の生きものがすきです。た

いへんだったのは、茶色の紙をちぎっ

て砂みたいにつけることです。大きく

なったら海でイカをとりたいです。

　
海
の
中

　

私
の
夢
は
画
家
に
な
る
こ
と
で

す
。
紙
粘
土
で
画
家
に
な
っ
た
自

分
を
作
り
ま
し
た
。
粘
土
に
色
を

て
い
ね
い
に
ぬ
り
、
き
れ
い
に
仕

上
げ
ま
し
た
。

画家になった私

若
月
　
楓ふ
う

華か

さ
ん
（
４
年
）

　

ケ
ー
キ
屋
さ
ん
に
な
っ
た
自
分

を
作
り
ま
し
た
。
ケ
ー
キ
も
お
い

し
そ
う
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
早
く
大
人
に
な
っ
て
本
物
の

ケ
ー
キ
屋
さ
ん
に
な
り
た
い
で
す
。

ケーキ屋さんになりたいな

小
島
　
あ
ゆ
み
さ
ん
（
５
年
）

■ 人　口  59,051人（－24）  男  28,718人（－12）  女  30,333人（－12）市民の動き

小島　日
ひゅう

向
が

さん（５年）

　歯医者になって歯を治りょうして

いるところを作りました。針金で人

の形を作るのがむずかしかったです。

人形を２体作ったので大変でした。

　
ぼ
く
は
歯
医
者

風間　悠
ゆう

人
と

さん（６年）
　シャコを釣ってみたいと思ったのでそのことを表現しました。工夫したところは、シャコを強調するために、わざと大きく描いたことです。

　
夢
の
シ
ャ
コ
釣
り
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